
国立大連携が
大学地図を塗り替える

特 集

国立大学が地域の他大学と連携する動きが活発化している。

一部組織の融合や国公私の枠を超える共同といったダイナミックな連携が、

今後、わが国の大学地図を大きく塗り替える可能性もある。

個々の大学の教育サービスが向上し、

地域の高等教育にも新たな魅力を生み出す－－。

そんな戦略に基づく連携こそが求められている。
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̶地域間の教育力競争の時代へ̶

事務連携
共同学位プログラム
カリキュラム・授業の共有
その他

連携の動き ※予定を含む

調達や職員研修の共同など、スケールメリットや効率化を目的とした
事務連携は、ブロック単位で全国に広がっている。その実績をふまえ
て、教育面の連携に発展するケースもある。

　京都教育・大阪教育・奈良教育
　遠隔授業による
　共同教育・単位共通化

　名古屋・愛知教育・豊橋技術科学・
名古屋工業・岐阜・静岡・浜松医科・三重
　共同事務

　京都工芸繊維・京都府立・
京都府立医科
　教養教育の共同実施

　岐阜・県立岐阜薬科
　連合創薬医療情報研究科

　一橋・慶應義塾
　EU研究共同大学院

　福島・宮城教育・山形
　「災害復興学」構築

　秋田・秋田県立
　大学院共同ライフデザイン
　サイクル工学専攻

　北海道・帯広畜産
　共同獣医学課程

　北海道・旭川医科・小樽商科・帯広畜産・
北見工業・北海道教育・室蘭工業
　資金の共同運用

P.10 事例②

　山口・鹿児島
　共同獣医学部 P.8 事例①
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